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《決算説明補足資料》 平成２1年１１月２日

１．平成２２年３月中間期連結決算について

（１）損益実績 （２）※H２2年３月中間期連結経常利益の
(億円) H２1年３月中間期比６億円増加の要因

億円

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷純資産

（３）連結受注・売上実績　（但し、セグメント内の内訳は単体の主要製品を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

鉄鋼製品

機械製品

地域開発事業

6合計

189

・生産/売上減による操業損 △ 6

・原材料、部品の購入価格低下 13

・燃料（主に油）の価格低下 2

・コスト改善、代価減 9

・為替差損（＄＝９０円を想定) △ 7

・減価償却費増加、経費等節減 △ 4

・営業外損益 △ 1

H21年3月
中間期

128

差　異

559

△ 26

H22年3月
中間期

497

風力発電機器

合　　計

△ 99

0

224 35

50

91 85

△ 115

114

76

458

154

8

1,026

6

9

1,096

△ 76

△ 92

△ 325

電力・原子力

圧力容器類

ｸﾗｯﾄﾞ鋼管・鋼板

成　形　機

157

△ 572

（△292）(629)

669

179

150

107

9

△ 110

1,349

鉄鋼製品
電 力 ・ 原 子 力

圧 力 容 器 類

ｸﾗｯﾄﾞ鋼管・鋼板

機械製品
樹脂製造・加工

成 形 機

8

9

777

(337)

有利子負債残高

423

103

合　　計

（内、輸出）

302

344

58

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

H22年3月
中間期

H21年3月
中間期

売上高経常利益率

0.44

282

0.32

17.5% 15.9%

454

0.11 △ 0.05

4 149

47

289

671

149

174

94

3

101

104

△ 3

単　　　独

差　異

97

売 上 高 1,096

947単　　　独

H22年3月
中間期

H21年3月
中間期

1,026

単　　　独

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

5

180

176

176単　　　独

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

経常利益   (※)

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

営業利益

当期純利益

純Ｄ／Ｅレシオ

特別損益

Ｄ／Ｅレシオ

風力発電機器

地域開発事業

908

118

181

△ 4

4

11

△ 4

△ 4

△ 12

8

165

9

174

166

4

10

△ 6

△ 70

△ 39

△ 31

8

6

10

7

前期比

-6%

－

－

4%

－

－

3%

－

－

－

4%

－

－

差　異

△ 145

△ 248

172

0.12

0.16

13

1.7%

590

187

151

165

△ 70

樹脂製造・加工

62

（△47）

75

（内、輸出） (480)

△ 132

△ 73

△ 1

　世界的な景気悪化と円高の影響により受注高は大幅に減少。豊富な受注残もあり売上高は対前年同
期比で６％減少するも、コスト改善施策により経常利益・当期利益共に増益。

(527)
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２．平成２２年３月期の連結業績見通しについて

（１）損益見通し （２）※H２２年３月期連結経常利益予想の
(億円) H２１年３月期比６９億円減少の要因

億円

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷純資産

（３）連結売上予想　（但し、セグメント内の内訳は単体の主要製品を表示） （４）設備投資計画

《売上高》 (億円) (億円)

以　上

合計 △ 69

10

20

352

H２１年3月期
実績

・燃料（主に油）の価格低下

0.52

464520

0.15

56

0.07

△ 0.04

△ 10 △ 83

160165

単　　　独 280 341

154単　　　独 160

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 10 18

特別損益

経常利益   (※) 290 359 -19%△ 69

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 15 21 －△ 6

285 345 －△ 60

営業利益 300 366 -18%△ 66

H２１年３月
実績

差　異
（予想）

－

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 250 311 －

単　　　独 1,800 1,960

346合　　　計

前期比

売 上 高 2,050 2,271 △ 221 -10%

H２２年３月期
予想

差異
(予想）

18

1共　　　　　　通

機械製品関連

鉄鋼製品関連 323

H２２年3月期
予想

105

18

349

H２２年3月期
予想

H２１年3月期
実績

鉄鋼製品
電 力 ・ 原 子 力

圧 力 容 器 類

1,174

369

23

△ 48

219

365

1,078

（内、輸出）

ｸﾗｯﾄﾞ鋼管・鋼板

機械製品
樹脂製造・加工

成 形 機

地域開発事業

合　　計

風力発電機器

3

△ 221

（△171）

△ 159

△ 174

△ 144

△ 142

172

1,000

2,271

(1,144)

20

2,050

(973)

272

17

190

130

1,030

470

242

190

225

△ 160

△ 61

－△ 61

－

－

－

－

3%当期利益

単　　　独

△ 3

・為替差損（＄＝９０円を想定) △ 12

・減価償却費増加、経費節減 △ 2

△ 1

0.22

売上高経常利益率 14.1%

65

15.8%

有利子負債残高

Ｄ／Ｅレシオ 0.48

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

　当期は電力・原子力等の経済環境の影響が小さな製品は堅調なものの、機械製品と鋼板等の需
要は依然低迷。売上高は前期比１０％減少、経常利益も１９％減少、当期純利益は３％の増益。

  コスト低減諸施策の効果により前回予測に比し経常利益で20億円の増益予想。

5

△ 8

73

純Ｄ／Ｅレシオ

-1.7%

6

387

33

2

・生産/売上減による操業損 △ 77

・原材料、部品の購入価格低下

・コスト改善、代価減 △ 5

・営業外損益
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